
1年 前期 - 時間 後期 - 時間

2年 前期 30 時間 後期 30 時間

３年 前期 - 時間 後期 - 時間

テスト

30 テスト解説

前期復習

49~50 補液①

51~52 補液②

53~54 電解質、平衡

43~44 口腔疾患

45~46 超音波検査①

47~48 超音波検査②

37~38 ＣＴ検査MRI検査

39~40 麻酔①

41~42 麻酔②

29

31~32

33~34 リネン

35~36 レントゲン検査　復習

23~24 血液検査　肝臓

25~26 血液検査　電解質

27~28 血液検査　生化学その他　凝固系

17~18 血液検査　白血球

19~20 薬剤　投与経路について

21~22 血液検査　腎臓

11~12 レントゲン検査　撮影法（関節）

13~14 関節疾患

15~16 血液検査　赤血球

5~6 不整脈について

7~8 レントゲン検査の原理

9~10 レントゲン検査　撮影法（胸部・腹部）

3～4 心電図の成り立ち

教科書・教材・

服装等
プリント、教科書

授業計画時間数 授業内容

1～2 眼・皮膚検査復習

授業概要

動物を診察する際に行う様々な臨床検査について、その目的を解剖学的・生理学的に理

解し、実際の手技に反映できる動物看護師としての技術取得を目的とする
授業形式 演習

到達目標
動物看護師における臨床検査での役割を意識し、獣医師が次に行うと思われる検査項目の準備、手技、検査結果の意義に

ついて習得することが出来る。

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
60 時間

担当講師

琴寄 昌子

実務経験 有 動物病院勤務の中で培った知識、技術をもとに看護師として必要な知識の習得にいかす

科目名 動物臨床検査学 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物看護科 コース名 動物看護コース



○

A評価

B評価

C評価

F評価

成績評価基準

定期試験や小テスト80点以上

定期試験や小テスト70点以上

定期試験や小テスト60点以上

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率（80％を切るようなら評価を一つ下げる）

定期試験

筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

55~56 貯留液

57~59 総まとめ

60 後期テスト


